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江東区地域振興部
文化観光課文化財係
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文
化
財
の
変
遷

江
東
区
で
は
、
令
和
元
年
度
を
も
っ
て
文

化
財
の
登
録
件
数
が
1
0
6
1
件
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
も
と
も
と
区
外
に

あ
っ
た
も
の
が
、
区
内
へ
移
り
、
江
東
区
の

文
化
財
と
し
て
登
録
さ
れ
た
事
例
が
複
数
あ

り
ま
す
。
仏
像
な
ど
の
彫
刻
を
は
じ
め
、
工

芸
・
建
造
物
な
ど
に
そ
う
し
た
事
例
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
一
例
と
し
て
「
深
川
不
動
堂
旧
本

堂
」（
区
指
定
・
富
岡
1
）
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

深
川
不
動
堂
は
、
大
正
12
年
（
1
9
2
3
）

9
月
1
日
の
関
東
大
震
災
、
昭
和
20
年

（
1
9
4
5
）
3
月
10
日
の
東
京
大
空
襲
の

2
度
に
わ
た
っ
て
本
堂
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

戦
後
、
復
興
が
図
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
時

は
、
深
刻
な
資
材
不
足
と
G
H
Q
の
統
制

に
よ
り
、
新
築
が
認
め
ら
れ
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
既
存
の
建
築
物

の
う
ち
、
千
葉
県
印い

ん

旛ば

郡ぐ
ん

本も
と

埜の

村む
ら

（
現
・
印

西
市
）
の
天
台
宗
寺
院
龍り

ゅ
う

腹ふ
く

寺じ

の
地
蔵
堂
を

移
築
し
、
本
堂
と
し
て
昭
和
26
年
に
竣
工
し

ま
し
た
（
現
在
の
旧
本
堂
）。

次
い
で
繁は

ん

栄え
い

稲い

荷な
り

神じ
ん

社じ
ゃ

で
す
。
同
社
は

呉
服
商
大
丸
の
繁
盛
を
祈
る
神
社
と
し
て
宝

暦
7
年
（
1
7
5
7
）
に
木
場
の
大
丸
別

邸
内
に
創
建
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
残
る
「
繁
栄
稲
荷
神
社
本
殿
」（
区
指

定
・
木
場
2
）
は
、
19
世
紀
中
期
の
安
政
4

年
（
1
8
5
7
）
頃
に
再
建
さ
れ
た
と
推

定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
本
殿
は
明
治
44
年

（
1
9
1
1
）
に
大
丸
と
親
交
が
深
か
っ
た

根ね

津づ

嘉か

一い
ち

郎ろ
う

（
東
武
グ
ル
ー
プ
の
創
業
者
）

の
邸
内
（
現
・
港
区
青
山
）
へ
移
築
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
移
築
に
よ
り
震
災
・
戦
災
と
い
っ

た
災
禍
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
、
戦
後
、
昭

和
36
年
に
大
丸
へ
返
還
さ
れ
て
現
在
地
へ
移

築
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
明
治
時
代
に
深
川
福ふ

く

住ず
み

町ち
ょ
う（
現
・

永
代
2
︱
37
）
に
あ
っ
た
「
旧
渋
沢
家
住
宅

（
部
材
）」（
上
段
・
写
真
参
照
）
は
、
2
度
の

移
築
を
経
て
、
江
東
区
内
へ
移
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
移
転
の
背
景
は
様
々
あ
り
ま

す
が
、
区
内
に
残
る
文
化
財
に
は
、
区
外
か

ら
移
転
し
、
伝
え
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

尚
、
昨
年
度
に
指
定
・
登
録
さ
れ
た
文
化

財
の
解
説
は
2
・
3
頁
に
あ
り
ま
す
。
一
件

ご
と
に
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
御
一

読
く
だ
さ
い
。

○令和元年度
新指定・登録文化財紹介

○令和元年度
登録文化財の内容変更・登録解除

○英訳で紹介する文化財
○【資料紹介】盃から知る地域の歴史

～平成30年度寄贈資料から～
○江戸の町内探訪⑭

深川六間堀町
○中川船番所資料館　企画展
「昭和の暮らし　～冬の生活道具～」から見る
「エネルギーを生み出した町　江東」

○園女歌仙桜之碑―園女・伊藤松宇・渋沢栄一―
○開催「奥の細道サミットin 江東」
○新刊案内
『絵葉書で見る江東百景 −臨海地の記憶』

江東区教育委員会は、文化財保護審議会（会長 中村ひろ子：元神奈川大
学教授）の答申を受け、新たに1件を指定し、1件を登録しました。また、2件
を登録解除したため、登録文化財の総数は1061件となりました。

旧渋沢家住宅（部材） 旧渋沢家住宅（部材） 
◆令和元年度新指定文化財◆

明治中期の渋沢家住宅（渋沢史料館所蔵）
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指
定
文
化
財

【
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）】

旧き
ゅ
う

渋し
ぶ

沢さ
わ

家け

住じ
ゅ
う

宅た
く

（
部ぶ

材ざ
い

）�

木
場
2
︱
15
︱
3　

清
水
建
設
東
京
木
工
場

清
水
建
設
株
式
会
社

旧
渋
沢
家
住
宅
は
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か

け
て
渋
沢
栄え

い

一い
ち

（
1
8
4
0
〜
1
9
3
1
）

と
そ
の
家
族
が
暮
ら
し
た
住
宅
で
す
。
栄
一

は
、
実
業
家
と
し
て
多
く
の
事
業
に
関
わ
っ

た
ほ
か
、
明
治
22
年
（
1
8
8
9
）
に
は
深

川
区
会
議
員
に
当
選
し
て
、
同
37
年
ま
で
区

会
議
員
お
よ
び
議
長
を
務
め
る
な
ど
江
東
区

に
縁
の
深
い
人
物
で
す
。

明
治
9
年
（
1
8
7
6
）
4
月
、
栄
一
は

深
川
福ふ

く

住ず
み

町ち
ょ
う（

現
・
永
代
2
︱
37
）
に
土
地

と
家
作
を
購
入
し
、
同
年
8
月
に
転
居
し
ま

し
た
。
購
入
前
か
ら
、
栄
一
は
住
宅
の
改
修

を
考
え
て
お
り
、
こ
の
設
計
施
工
を
清
水
組

二
代
目
の
清し

水み
ず

喜き

助す
け

に
依
頼
し
ま
し
た
。
明

治
10
年
（
1
8
7
7
）
10
月
、
喜
助
は
木
造

2
階
建
の
建
物
で
あ
る
「
表

お
も
て

座ざ

敷し
き

」
の
新
築

に
着
手
し
、
同
11
年
（
1
8
7
8
）
11
月
に

落
成
し
ま
し
た
。「
表
座
敷
」
は
良
材
や
銘

木
を
随
所
に
用
い
、
伝
統
的
工
法
に
よ
っ
て

仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
階
段
室

に
は
洋
風
の
特
徴
が
表
れ
て
い
ま
す
。

明
治
21
年
（
1
8
8
8
）
12
月
、
栄
一

は
日
本
橋
区
兜
町
（
現
・
中
央
区
日
本
橋
兜

町
）
に
転
居
し
、
以
後
、
深
川
福
住
町
の
住

宅
は
、
長
男
篤と

く

二じ

、
孫
敬け

い

三ぞ
う

の
住
ま
い
と
な

り
ま
し
た
。
明
治
24
〜
33
年
（
1
8
9
1
〜

1
9
0
0
）
頃
、
深
川
福
住
町
住
宅
で
は
増

改
築
が
行
わ
れ
、「
表
座
敷
」
の
東
に
隣
接

し
て
2
階
建
の
離
れ
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
明
治
38
年
（
1
9
0
5
）、
芝

区
三
田
綱つ

な

町ま
ち

（
現
・
港
区
三
田
2
）
の
敷
地

を
購
入
し
、
深
川
福
住
町
住
宅
を
こ
こ
に
移

築
す
る
こ
と
と
な
り
、同
41
年
（
1
9
0
8
）、

三
田
綱
町
へ
建
物
が
移
築
さ
れ
ま
し
た
。
竣

工
時
期
に
つ
い
て
は
資
料
に
よ
っ
て
差
異
が

あ
る
た
め
、
ど
の
時
点
を
も
っ
て
移
築
工
事

を
完
了
と
す
る
の
か
は
不
詳
で
す
。
移
築
に

際
し
て
は
大
規
模
な
増
改
築
が
行
わ
れ
た
よ

う
で
す
が
、「
表
座
敷
」
は
原
形
を
変
え
ず

に
配
置
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

明
治
以
降
、
住
宅
建
築
に
お
い
て
は
洋
風

化
か
ら
和
洋
折
衷
の
建
築
様
式
が
大
き
な
流

れ
と
な
り
ま
し
た
。
三
田
綱
町
住
宅
も
昭
和

4
〜
5
年
（
1
9
2
9
〜
3 
0
）
に
か
け

て
、
敬
三
に
よ
っ
て
大
改
造
が
行
わ
れ
ま
し

た
。「
表
座
敷
」
を
除
き
、
和
館
の
大
半
は

解
体
さ
れ
、
客
間
・
書
斎
・
食
堂
な
ど
を
備

え
た
洋
館
が
増
築
さ
れ
ま
し
た
。
洋
館
を
建

築
す
る
際
に
、「
表
座
敷
」
と
の
繋
ぎ
と
し
て
、

心
に
は
明
治
11
年
（
1
8
7
8
）
に
建
設
さ

れ
た
「
表
座
敷
」
が
あ
り
、
そ
れ
を
維
持
す

る
形
で
増
改
築
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
表
座

敷
」
は
、
栄
一
が
深
川
で
暮
ら
し
た
住
宅
の

一
部
で
あ
り
、
当
初
の
形
態
や
工
法
な
ど
が

よ
く
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
は
、

和
風
と
洋
風
と
を
巧
み
に
調
和
さ
せ
た
設
計

と
施
工
技
術
お
よ
び
意
匠
・
用
材
の
優
秀
さ

を
備
え
、
日
本
住
宅
の
近
代
化
の
基
本
的
な

流
れ
で
あ
る
和
洋
折
衷
の
観
点
か
ら
も
、
昭

和
初
期
に
建
設
さ
れ
た
和
洋
館
並
列
型
住
宅

と
し
て
完
成
さ
れ
た
姿
を
現
代
に
伝
え
て
お

り
、
日
本
の
近
代
住
宅
史
上
に
お
け
る
貴
重

な
建
造
物
と
い
え
ま
す
。

な
お
、
旧
渋
沢
家
住
宅
は
、
江
東
区
潮
見

に
移
築
さ
れ
る
予
定
で
す
。

2
階
が
洋
間
で
1
階
が
和
室
の
2
階
建
の
建

物
を
新
設
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
旧

渋
沢
家
住
宅
の
南
側
の
外
観
は
、
和
館
・
和

洋
折
衷
に
よ
る
2
階
建
の
建
物
・
洋
館
の
三

つ
の
棟
が
な
だ
ら
か
に
連
続
す
る
独
特
の
外

観
意
匠
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

終
戦
直
後
の
幣し

で

原は
ら

喜き

重じ
ゅ
う

郎ろ
う

内
閣
に
お
い

て
大
蔵
大
臣
に
就
任
し
た
敬
三
は
、
財
産
税

を
導
入
し
て
、
そ
の
支
払
い
と
し
て
昭
和
21

年
（
1
9
4
6
）
に
三
田
綱
町
住
宅
を
国
に

物
納
し
ま
し
た
。
以
後
、
本
建
造
物
は
、
大

蔵
大
臣
公
邸
、
三
田
共
用
会
議
所
な
ど
国
の

施
設
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

以
前
渋
沢
家
の
執
事
な
ど
を
務
め
て
い
た

杉す
ぎ

本も
と

行ゆ
き

雄お

は
、
本
建
造
物
を
保
存
す
る
た
め

に
払
い
下
げ
を
願
っ
て
い
ま
し
た
。
建
物
の

老
朽
化
な
ど
の
た
め
に
会
議
所
の
建
て
替
え

お
よ
び
解
体
が
計
画
さ
れ
る
と
、「
現
状
の

ま
ま
保
存
」
を
条
件
に
杉
本
へ
の
払
い
下
げ

が
決
定
し
、
平
成
3
年
（
1
9
9
1
）
に
青

森
県
六ろ

く

戸の
へ

町ま
ち

へ
移
築
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
（
2
0
1
8
）、
清
水
建
設
株

式
会
社
の
所
有
と
な
っ
た
本
建
造
物
は
、
解

体
・
移
送
さ
れ
、
現
在
は
部
材
の
状
態
で
保

管
さ
れ
て
い
ま
す
。

渋
沢
栄
一
の
住
宅
が
あ
っ
た
場
所
は
、
江

東
区
登
録
史
跡
「
渋
沢
栄
一
宅
跡
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。
旧
渋
沢
家
住
宅
は
何
度
か
の
移

築
と
増
改
築
を
経
な
が
ら
も
、
今
日
ま
で
継

承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
建
物
の
中

「表座敷」の黒柿の階段
（清水建設株式会社提供）

青森県六戸町へ移築された旧渋沢家住宅
（右から「表座敷」、和洋折衷の2階建、洋館）（清水建設株式会社提供）



3

　

登
録
文
化
財

【
史
跡
】

新
規
登
録

干
鰯
場
（
元
場
）
跡

佐
賀
1
︱
14
・
15
・
17
・
18
付
近

江
戸
の
干ほ

し

鰯か

場ば

は
、
肥
料
で
あ
る
干
鰯
・

〆し
め

粕か
す

の
取
引
市
場
で
す
。
干
鰯
は
鰯い

わ
し

を
乾
燥

さ
せ
た
も
の
、
〆
粕
は
鰯
を
ゆ
で
て
し
ぼ
り

固
め
た
も
の
で
す
。
主
に
房
総
か
ら
船
で
運

ば
れ
た
干
鰯
・
〆
粕
は
、
木
綿
や
麻
、
藍あ

い

、
茶
、

煙た

草ば
こ

、
そ
し
て
米
な
ど
の
肥
料
と
し
て
全
国

に
流
通
し
ま
し
た
。

干
鰯
場
は
、
運
ば
れ
た
荷
を
揚
げ
る
揚
場

で
、
か
つ
複
数
の
売
方
と
買
方
が
立
ち
会
っ

て
取
引
を
行
う
市
場
と
い
う
二
つ
の
性
格
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
取
引
は
、
江
戸
の
干
鰯

問
屋
の
売
方
と
買
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
浜
方
の

荷
主
、
上
方
・
諸
国
の
干
鰯
商
人
の
代
理
と

な
っ
て
行
い
ま
し
た
。

江
戸
の
干
鰯
場
は
、元
禄
9
年（
1
6
9
6
）

に
銚
子
場
（
白
河
1
︱
7
付
近
）
が
開
か
れ

て
以
降
、
深
川
の
4
ヵ
所
に
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
元
場
は
そ
の
一
つ
で
、他
に
永
代
場
（
佐

賀
2
︱
9
・
12
付
近
）、
江
川
場
（
深
川
1

︱
1
・
2
︱
6
〜
11
付
近
）
が
あ
り
ま
し
た
。

元
場
は
、
宝
永
6
年
（
1
7
0
9
）
12
月

9
日
、
干
鰯
問
屋
が
小
松
町
の
河
岸
付
家
屋

敷
を
購
入
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。
後
に

西
永
代
町
の
永
代
場
と
共
に
干
鰯
問
屋
6
名

が
所
持
し
ま
し
た
。
嘉
永
3
年
（
1
8
5
0
）

に
は
、
町
の
東
側
に
干
鰯
荷
物
の
置
場
が
広

く
取
ら
れ
、
置
場
の
奥
に
は
会
所
の
建
物
や

荷
物
を
納
め
る
土
蔵
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
し

た
（「
重
宝
録
」）。

元
場
は
、
永
代
場
と
共
に
永
代

町
組
（
元
場
組
と
も
）
と
呼
ば
れ

た
江
戸
干
鰯
問
屋
仲
間
の
干
鰯
場

で
し
た
。
一
方
、
銚
子
場
と
江
川

場
は
、
銚
子
場
組
（
江
川
場
組
と

も
）
の
干
鰯
場
で
し
た
。
か
つ
て

江
戸
の
干
鰯
問
屋
仲
間
は
一
組
で

し
た
が
、
干
鰯
場
が
混
雑
し
て
き

た
た
め
、
元
禄
年
中
（
宝
永
7
年

と
も
い
う
）
に
二
組
に
分
け
ら
れ

ま
し
た
。
両
組
の
干
鰯
問
屋
は
万

事
相
談
し
て
取
引
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

内
容
変
更

干
鰯
場
（
永
代
場
）
跡佐

賀
2
︱
9
・
12
付
近

永
代
場
は
、
深
川
の
4
ヵ
所
に
あ
っ
た
干

鰯
場
の
一
つ
で
、
元
場
と
共
に
江
戸
の
干
鰯

問
屋
仲
間
「
永
代
町
組
」
が
持
つ
取
引
市
場

で
す
。
今
回
、
元
場
跡
を
史
跡
登
録
す
る
に

あ
た
り
、「
干
鰯
場
（
永
代
場
）
跡
」
の
登

録
範
囲
か
ら
元
場
跡
を
除
き
ま
し
た
。

【
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）】

保
持
者
認
定
解
除

提
燈
製
作　
　
　
　
　
　
　

斎
藤
司
郎

庖
丁
製
作　
　
　
　
　
　
　

吉
澤　

清

　

文
化
財
説
明
板
の
紹
介

文
化
財
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
区

の
登
録
史
跡
や
指
定
文
化
財
の
所
在
地
に
説

明
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
は

1
基
を
建
て
ま
し
た
。

干
鰯
場
（
元
場
）
跡

設
置
場
所　

区
立
佐
賀
町
公
園
（
佐
賀
1

︱
15
︱
5
）
の
東
側
出
入
り
口
付
近

※ 

内
容
に
つ
い
て
は
上
記
の
登
録
文
化
財

の
紹
介
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

英
訳
で
紹
介
す
る
文
化
財

本
誌
2
7
8
号
で
も
一
部
紹
介
し
ま
し
た

が
、
文
化
財
係
で
は
平
成
27
年
度
か
ら
二
カ

国
語
表
記
（
日
本
語
・
英
語
）の
文
化
財
説

明
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
型
式
と
し
て
は
、

日
本
語
の
説
明
の
下
に
英
文
の
説
明
が
あ

り
、現
在
、8
基
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
説
明

板
で
は
、
日
本
語
独
特
の
表
記
も
英
訳
さ
れ

ま
す
。
そ
こ
で
二
つ
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
平
成
27
年
度
「
繁は

ん

栄え
い

稲い

荷な
り

神じ
ん

社じ
ゃ

本ほ
ん

殿で
ん

」

（
指
定
文
化
財
・
建
造
物
：
木
場
2
）
の
場
合
、

「
神
社
」は
「
s
h
r
i
n
e
」
と
訳
さ
れ
ま
す
。

こ
の
「
s
h
r
i
n
e
」
と
い
う
言
葉
に
は
聖

堂
の
他
に
聖
地
と
い
っ
た
意
味
が
あ
り
ま
す
。

次
い
で
平
成
29
年
度
（「
七
代
目
市
川
団
十

郎
宅
跡
」（
登
録
史
跡
・
写
真
）で
は
、
市
川
団

十
郎
を
「
k
a
b
u
k
i 

a
c
t
o
r
」（
歌

舞
伎
俳
優
）と
説
明
し
て
い
ま
す
。「
歌
舞
伎
」

は
日
本
固
有
の
演
劇
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
字
で

「
k
a
b
u
k
i
」
と
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
二
カ
国
語
表
記
の
説
明
板
は
数
が
多

く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
街
で
見
か
け
た
際
に
は

英
訳
の
箇
所
も
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。

木場二丁目公園内（木場2）にある
七代目市川団十郎宅跡説明板

（板面の拡大）

「本所深川絵図」（嘉永5年・1852）部分

銚子場

永代場

江川場

元場



盃さ
か
ず
きか

ら
知
る
地
域
の
歴
史

〜
平
成
30
年
度
寄
贈
資
料
か
ら
〜

資料
紹介

4

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
平
成

30
年
度
に
寄
贈
さ
れ
、
令
和
元

年
1
月
末
か
ら
3
月
上
旬
ま
で

区
役
所
2
階
「
こ
う
と
う
情
報

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
て
展
示
し

た
資
料（
盃・関
口
善
也
氏
寄
贈
）

で
す
（
写
真
1
）。
寄
贈
さ
れ

た
盃
に
は
、
関
東
大
震
災
か
ら

の
復
興
を
記
念
す
る
盃
、
小
学

校
の
改
築
を
記
念
す
る
盃
、「
記

念
盃
」
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

本
稿
で
は
、
小
さ
な
盃
か
ら
見

ら
れ
る
地
域
の
移
り
変
わ
り
を
見
て
い
き
ま

す
。

記
念
盃
に
つ
い
て

寄
贈
さ
れ
た
盃
は
、
い
ず
れ
も
地
域
の
慶

事
を
記
念
し
、
配
布
す
る
た
め
に
窯
元
へ
注

文
し
て
製
作
し
た
盃
で
す
。
そ
れ
で
は
こ
れ

ら
の
盃
は
ど
こ
で
生
産
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。盃

の
有
力
な
生
産
地
と
し
て
は
、
美
濃

窯
の
一
つ
で
あ
る
岐ぎ

阜ふ

県け
ん

土と

岐き

郡ぐ
ん

市い
ち

之の

倉く
ら

村む
ら

（
多た

治じ

見み

市し

市
之
倉
）
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

市
之
倉
で
は
原
料
の
土
が
少
な
く
て
す
む
湯

呑
・
盃
な
ど
、
小
ぶ
り
の
製
品
が
適
し
ま
し

た
。
明
治
末
〜
大
正
に
は
石
炭
窯
や
機
械
の

ロ
ク
ロ
が
導
入
さ
れ
、
量
産
が
可
能
と
な
り
、

盃
は
特
産
品
と
な
り
ま
し
た
。

展
示
し
た
記
念
盃
も
市
之
倉
で
製
作
さ
れ

た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
ま
す
。

小
学
校
改
築
を
記
念
し
た
盃

ま
ず
小
学
校
の
改
築
に
関
わ
る
盃
を
紹

介
し
ま
す
（
写
真
2
）。
砂
村
小
学
校
（
現

砂
町
小
学
校
）
は
、
公
立
砂
村
尋
常
小
学
校

と
し
て
明
治
24
年
（
1
8
9
1
）
に
開
校
し

た
砂
町
地
区
で
は
最
も
歴
史
が
あ
る
小
学

校
で
す
。
昭
和
に
入
り
、
複
数
の
小
学
校

が
新
設
さ
れ
る
ま
で
、
砂
町
地
区
で
は
唯

一
の
小
学
校
で
し
た
。
そ
の
た
め
大
正
15

年
（
1
9
2
6
）
に
は
高
等
科
も
合
わ
せ
る

と
児
童
数
は

2
8
2
1
人

と
な
り
、
大

規
模
な
小
学

校
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

児
童
の
増
加

を
受
け
て
校

舎
の
増
改
築

も
行
わ
れ
、

大
正
14
年
に

は
校
舎
が
増
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

盃
の
口
縁
部
外
面
に
は
「
砂
村
小
学
校
改

築
記
念
」
の
銘
が
あ
り
ま
す
。
大
正
10
年
に

町
制
施
行
に
よ
り
砂
村
か
ら
砂
町
へ
変
わ
る

の
に
伴
い
、「
砂
町
尋
常
高
等
小
学
校
」
へ

改
称
し
ま
す
。
そ
の
た
め
こ
の
盃
は
大
正
10

年
以
前
に
製
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

同
時
に
こ
の
盃
か
ら
は
、
砂
町
地
区
に
お
け

る
小
学
校
の
変
遷
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

震
災
か
ら
の
復
興
事
業
を
祝
う
盃

次
に
紹
介
す
る
の
は
、
関
東
大
震
災
（
大

正
12
年
）か
ら
の
復
興
に
関
わ
る
盃
で
す（
写

真
3
）。

口
縁
部
内
面
に
は
「
第
六
十
五
地
区
区く

劃か
く

整
理
完
成
祝
賀
會か

い

紀
念
」
の
銘
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
「
第
六
十
五
地
区
」
と
は
、
現
在
の

北
砂
一
丁
目
・
南
砂
一
・
二
丁
目
の
辺
り
を

指
し
ま
す
。
次
に
「
区
劃
整
理
」
は
、
関
東

大
震
災
後
に
実
施
さ
れ
た
道
路
網
の
拡
張
、

橋
の
新
設
な
ど
の
震
災
復
興
事
業
を
指
し
て

い
ま
す
。
ち
な
み
に
現
在
の
清
洲
橋
・
永
代

橋
は
震
災
復
興
事
業
に
よ
り
架
け
ら
れ
た
も

の
で
す
。

そ
の
中
で
も
「
第
六
十
五
地
区
」
で
は
、

境
川
の
暗あ

ん

渠き
ょ

化
、
横
十
間
川
の
幅
員
の
拡

張
、
川
底
の
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

が
実
施
さ
れ
、
昭
和
6

年
（
1
9
3
1
）
3
月
に
終
了
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
盃
は
昭
和
6
年
頃
に
製
作
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
盃
は
、

地
域
に
お
け
る
震
災
か
ら
の
復
興
を
祝
う
盃

と
言
え
ま
す
。

お
わ
り
に

以
上
、
2
点
の
み
の
紹
介
と
な
り
ま
し
た

が
、
小
さ
な
盃
で
あ
っ
て
も
そ
の
銘
か
ら
地

域
の
変
化
・
発
展
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

功く
ぬ

刀ぎ

俊
宏
）

写真1　展示の様子（「こうとう情報ステーション」にて）

写真2　記念盃（砂村小学校改築記念）

写真3　記念盃
（第六十五地区区劃整理完成祝賀會紀念）



深
川
六
間
堀
町

ふ
か
が
わ
ろ
っ
け
ん
ぼ
り
ち
ょ
う

江
戸
の
町
内
探
訪
⑭

5

今
回
は
、
深
川
の
北
部
に
位
置
し
た
深
川

六
間
堀
町
（
森
下
1
丁
目
付
近
）
を
取
り
上

げ
ま
す
。『
町
方
書
上
』
に
は
、
も
と
は
深

川
村
の
一
部
で
、
寛
永
年
中
（
1
6
2
4
）

か
ら
天て

ん

和な

の
頃
（
1
6
8
1
〜
8 

4
）
に

か
け
て
、
農
地
に
町
屋
が
建
て
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、『
新し

ん

編ぺ
ん

武む

蔵さ
し

風ふ

土ど

記き

稿こ
う

』
に
記
さ
れ
た
由
緒
に
は
、
深

川
村
は
江
戸
幕
府
が
開
か
れ
た
慶
長
8
年

（
1
6
0
3
）
以
前
の
同
元
年
（
1
5
9
6
）

に
開
発
さ
れ
た
と
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
埋
立

に
よ
っ
て
成
立
し
た
江
東
区
に
あ
っ
て
、
六

間
堀
町
付
近
は
、
区
内
で
も
古
い
時
期
に
開

発
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
以
下
、
こ
の

地
域
が
江
戸
時
代
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う
な

変へ
ん

遷せ
ん

を
遂と

げ
た
の
か
解
説
い
た
し
ま
す
。

村
か
ら
町
へ

慶
長
8
年
（
1
6
0
3
）、
江
戸
に
幕
府

が
開
か
れ
る
と
、
隅
田
川
を
挟
ん
で
東
西
の

地
域
に
は
異
な
っ
た
支
配
が
展
開
し
ま
し

た
。
東
側
は
村
と
し
て
代
官
が
支
配
し
、
西

側
は
江
戸
の
町
と
し
て
町
奉
行
が
支
配
し
た

の
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
東
側
の
本
所

深
川
地
域
が
発
展
す
る
に
従
い
、
江
戸
市
中

へ
の
編
入
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
深
川
の
場

合
、
元
禄
6
年
（
1
6
9
3
）
に
新
大
橋
、

同
11
年
（
1
6
9
8
）
に
は
永
代
橋
が
架
橋

さ
れ
、
深
川
地
域
の
開
発
が
幕
府
に
よ
っ
て

進
め
ら
れ
た
結
果
、
多
く
の
町
が
成
立
し
、

正
徳
3
年
（
1
7
1
3
）
に
江
戸
に
編
入
さ

れ
ま
し
た
。
六
間
堀
町
も
そ
の
一
つ
で
、
町

内
に
は
六
間
堀
川
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
町

の
範
囲
が
広

い
た
め
、
地

元
の
人
々
は

町
内
を
北
組

と
南
組
に
分

け
て
管
理
・

運
営
を
し
て

い
ま
し
た
。

例
え
ば
、
自じ

身し
ん

番ば
ん

屋や

の
場
合
、
北
組
は
六
間
堀
に
架
か
る

北
の
橋
際き

わ

に
、
南
組
は
そ
の
南
に
架
け
ら
れ
た

中
の
橋
に
そ
れ
ぞ
れ
置
か
れ
、
町
の
用
事
を

勤
め
た
と
い
う
具
合
で
す
。
そ
の
後
、
町
の
南

側
に
幕
府
の
籾も

み

蔵ぐ
ら

が
建
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

と
、
寛
政
9
年
（
1
7
9
7
）
に
神か

ん

田だ

佐さ

久く

間ま

町ち
ょ
う（

千
代
田
区
）
の
火
事
で
類
焼
し
た
跡

地
の一
部
を
御
用
地
に
召
上
げ
ら
れ
、「
牛
込

神
楽
坂
上
」（
新
宿
区
箪
笥
町
）
に
代だ

い

地ち

が

与
え
ら
れ
ま
し
た
。

上
地
と
代
地

開
発
な
ど
に
と
も
な
う
上あ

げ

地ち

（
御
用
地
）

化
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
代
地
は
、
深
川
地

域
に
も
い
く
つ
か
確
認
で
き
ま
す
。
そ
こ
に

は
、「
清
住
町
代
地
」、「
佐
賀
町
代
地
」
な

ど
深
川
の
町
人
地
の
代
地
も
あ
れ
ば
、
下
谷

の
「
坂
本
町
」（
台
東
区
）
や
「
北
本
所
」（
墨

田
区
）
の
代
地
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
な
か
、
六
間
堀
町
の
代
地
は
、
牛
込
神
楽

坂
上
に
上
地
に
な
っ
た
坪
数
の
一
割
増
し
で

与
え
ら
れ
、
深
川
六
間
堀
代
地
岩い

わ

戸と

町ち
ょ
う

1
・

2
丁
目
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
は
江
戸
城
の

西
側
に
位
置
し
、
深
川
か
ら
は
遠
い
場
所
の

た
め
、
最
寄
り
の
「
御お

簞た
ん

笥す

町ま
ち

」、「
肴

さ
か
な

町ま
ち

」

の
町ま

ち

名な

主ぬ
し

が
預
か
り
、
町
方
の
諸
事
を
取
り

計
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
近
く
に
若
干
の
町
人
地
も

存
在
し
ま
し
た
が
、
周
囲
は
ほ
ぼ
武
家
地
で
、

深
川
と
は
様
相
が
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
江
戸
の
一
部
と
な
っ
た
六
間
堀
町

な
ど
隅
田
川
の
東
側
の
町
に
は
、
村
と
し
て

の
性
格
も
残
り
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
年
貢

を
納
め
続
け
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
代
地
の

岩
戸
町
も
本
村
の
六
間
堀
町
名
主
八
左
衛
門

を
通
し
て
代
官
所
へ
年
貢
を
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
本
村
の
六
間

堀
名
主
は
「
地じ

方か
た

名な

主ぬ
し

」（
村
名
主
）
で
あ
り
、

代
地
が
牛
込
神
楽
坂
上
と
い
う
、
離
れ
た
場

所
に
下
さ
れ
て
も
、「
地
方
」
の
六
間
堀
町

と
一
体
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
と
い

う
も
の
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
隅
田
川
の
東
側
が
江
戸
市

中
に
編
入
さ
れ
て
町
に
な
っ
て
も
、
一
方
で

幕
府
は
地
方
名
主
と
の
認
識
を
持
ち
続
け
て

い
た
よ
う
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
江
戸
周
辺

地
域
の
特
質
の
一
つ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
）

本所深川絵図（ は町の範囲）

市ヶ谷牛込絵図　岩戸町1・2丁目

2丁目

1丁目

小名木川隅
田
川



「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
し
た
町 

江
東
」

中
川
船
番
所
資
料
館

　企
画
展

令
和
2
年
2
月
19
日（
水
）〜
4
月
19
日（
日
）

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
し
た
町 

江
東
」

「
昭
和
の
暮
ら
し

　〜
冬
の
生
活
道
具
〜
」か
ら
見
る

「
昭
和
の
暮
ら
し

　〜
冬
の
生
活
道
具
〜
」か
ら
見
る

6

「
昭
和
」（
1
9
2
6
〜
1
9
8
9
）
は
、

そ
れ
ま
で
の
人
々
の
暮
ら
し
を
大
き
く
変
え

た
歴
史
的
な
転
換
の
時
代
で
す
。
昭
和
は
江

戸
・
明
治
・
大
正
か
ら
の
暮
ら
し
を
継
承
し

た
戦
前
。
そ
し
て
急
速
な
高
度
経
済
成
長
期

を
駆
け
抜
け
た
戦
後
。
こ
の
2
つ
の
大
き
な

時
代
の
流
れ
の
中
で
、
現
在
の
日
本
の
土
台

を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
展
示
で
は
昭
和
の
長

い
歴
史
の
中
か
ら
、「
冬
の
暮
ら
し
」
に
焦

点
を
当
て
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
中
か
ら
、

暖
房
器
具
と
共
に
あ
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を

生
み
出
し
た
町
・
江
東
区
の
側
面
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

1
．
昔
か
ら
の
燃
料

木
を
燃
や
し
て
得
る
、
灯
り
と
熱
源
は

古
来
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
薪ま

き

は
竈か

ま
ど
や

囲い

炉ろ

裏り

、
木
炭
は
火
鉢
や
炬こ

燵た
つ

な
ど
の
暖
房

具
に
。
さ
ら
に
木
炭
の
粉
を
丸
め
て
リ
サ
イ

ク
ル
し
た
炭た

団ど
ん

や
豆ま

め

炭た
ん

、
練れ

ん

炭た
ん

な
ど
も
作
ら

れ
、
高
価
だ
っ
た
燃
料
は
大
切
に
使
わ
れ
ま

し
た
。
薪
や
炭
は
古
代
か
ら
昭
和
30
年
代

（
1
9
5
5
）
頃
ま
で
、
長
い
歴
史
の
日
常

生
活
で
不
可
欠
な
燃
料
で
し
た
。
し
か
し
戦

後
、
家
庭
へ
ガ
ス
が
急
速
に
普
及
し
た
昭
和

33
年
（
1
9
5
8
）
頃
か
ら
木
炭
の
生
産
量

は
急
激
に
低
下
し
、
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

主
役
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

2 

エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命

⑴
ガ
ス
〜
照
明
か
ら
燃
料
へ
〜

①
ガ
ス
の
は
じ
ま
り

明
治
5
年
（
1
8
7
2
）、
横
浜
に
ガ
ス

灯
が
建
て
ら
れ
た
事
が
、
日
本
の
ガ
ス
の
は

じ
ま
り
で
す
。
ガ
ス
は
、
寛
政
の
改
革
を

行
っ
た
老
中
・
松
平
定
信
が
江
戸
の
町
か
ら

集
め
た
町
入
用
（
町
の
運
営
費
）
か
ら
積
み

立
て
た
「
七
分
積
金
」
が
明
治
政
府
に
引
き

継
が
れ
、
こ
の
共
有
金
か
ら
設
備
投
資
さ
れ
、

近
代
日
本
の
礎
と
な
っ
た
一
つ
で
す
。
ガ
ス

は
最
初
、
照
明
と
し
て
普
及
。
そ
の
後
さ
ら

に
明
る
く
無
煙
で
無
臭
の
電
気
の
登
場
に
よ

り
、
明
治
32
年
（
1
8
9
9
）
ガ
ス
は
燃
焼

時
の
高
い
カ
ロ
リ
ー
数
を
活
か
し
、
照
明
か

ら
燃
料
へ
と
役
割
を
移
行
し
ま
し
た
。

②
江
東
区
と
ガ
ス

江
東
区
に
ガ
ス
が
入
っ
た
の
は
明
治
26
年

（
1
8
9
3
）以
降
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、

明
治
31
年
（
1
8
9
8
）
深
川
猿
江
に
ガ
ス

の
深
川
製
造
所
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
明
治

43
年
（
1
9
1
0
）
に
は
砂
町
製
造
所
が
開

設
。
共
に
小
名
木
川
、
横
十
間
川
な
ど
の
川

沿
い
に
建
設
さ
れ
、
家
庭
用
、
さ
ら
に
周
辺

の
大
工
場
を
支
え
る
燃
料
を
生
み
出
し
ま
し

た
。
そ
の
後
戦
時
中
、
金
属
回
収
令
で
ガ
ス

タ
ン
ク
が
解
体
へ
。
戦
後
の
復
興
で
、
ガ
ス

埠
頭
に
大
規
模
な
東
京
ガ
ス
豊
洲
工
場
が
新

設
さ
れ
、
昭
和
40
年
（
1
9
6
5
）
に
は
都

内
の
ガ
ス
消
費
量
の
約
60
％
の
製
造
を
担
い

ま
し
た
。

⑵
電
気
〜
照
明
と
家
電
革
命
〜

①
電
気
の
は
じ
ま
り

明
治
11
年
（
1
8
7
8
）
東
京
で
、
電
気

の
放
電
を
利
用
し
た
ア
ー
ク
灯
が
灯
さ
れ
た

こ
と
が
、
日
本
の
電
気
の
は
じ
ま
り
で
す
。

そ
れ
ま
で
の
「
火
」
を
照
明
と
し
て
い
た
長

い
歴
史
を
、
電
気
は
変
え
ま
し
た
。
火
災
の

危
険
も
少
な
く
、
安
全
な
電
気
は
新
し
い
照

明
と
し
て
急
速
に
普
及
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
夜
の
み
の
供
給
だ
っ
た
電
気
が
昭
和
5
年

（
1
9
3
0
）
24
時
間
制
へ
。
こ
の
年
に
電

気
冷
蔵
庫
、
電
気
洗
濯
機
、
ま
た
昭
和
11
年

（
1
9
3
6
）
に
は
電
気
掃
除
機
が
製
造
さ

れ
、
電
気
は
照
明
、
燃
料
の
み
な
ら
ず
人
々

の
暮
ら
し
を
大
き
く
変
え
ま
し
た
。

②
江
東
区
と
電
気

明
治
23
年
（
1
8
9
0
）
深
川
電
燈
株
式

会
社
が
設
立
さ
れ
、
深
川
へ
送
電
が
開
始
し

ま
し
た
。
城
東
に
電
気
が
通
っ
た
の
は
、
明

治
40
年
（
1
9
0
7
）
前
後
と
い
わ
れ
ま
す
。

戦
後
、
昭
和
29
年
（
1
9
5
4
）
電
力
埠
頭

に
日
本
最
大
の
火
力
発
電
所
と
し
て
、
新
東

京
火
力
発
電
所
が
着
工
。
都
内
の
電
力
源
と

な
り
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

ガ
ス
と
電

気
は
共
に
明

治
か
ら
、
そ

の
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し

た
。
し
か
し

配
管
・
配
線

さ
ら
に
大
規

模
な
設
備
や

資
産
を
必
要
と
し
た
た
め
、
人
々
の
暮
ら
し

に
広
く
普
及
し
た
の
は
昭
和
に
入
っ
て
か
ら

と
い
え
ま
す
。
江
東
区
は
人
々
の
暮
ら
し
と

産
業
を
支
え
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
し

た
町
」
で
も
あ
り
ま
し
た
。

（
中
川
船
番
所
資
料
館　

小
張
洋
子
） 石炭埠頭から見える火力発電所

ガス深川製造所
（「東京瓦斯株式会社　創立二十五周年記念写真帖」より）

明治43年（1910）



7

江
東
区
は
、
芭
蕉
翁
ゆ
か
り
の
地
と
し

て
俳
人
た
ち
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
句

碑
や
句
塚
な
ど
俳
諧
・
俳
句
に
関
す
る
史
跡

も
多
く
あ
り
ま
す
。
深
川
公
園
内
に
は
、
正

徳
年
間
（
1
7
1
1
〜
1
7
1
6
）、
俳
人

の
園
女
が
、
富
岡
八
幡
宮
境
内
に
桜
樹
を
植

え
た
こ
と
に
由
来
す
る
二
基
の
碑
が
建
っ

て
い
ま
す
。
桜
を
植
え
継
い
だ
、
宝
暦
5

年
（
1
7
5
5
）
と
昭
和
6
年
（
1
9
3
1
）

の
刻
銘
が
あ
り
ま
す
。

1
．
俳
人
園
女
と
歌
仙
桜

園
女
は
、
寛
文
4
年
（
1
6
6
4
）、
伊

勢
山
田
の
神
職
の
家
に
生
ま
れ
、
医
師
の
斯

波
一
有
と
結
婚
。
元
禄
3
年
（
1
6
9
0
）、

芭
蕉
を
自
宅
に
迎
え
、
夫
婦
で
入
門
し
ま
し

た
。
宝
永
2
年
（
1
7
0
5
）、
江
戸
深
川

に
移
り
其
角
門
に
入
り
ま
す
。
夫
の
遺
業
眼

科
医
に
従
事
し
つ
つ
、
俳
諧
点
者
と
し
て

立
ち
ま
し
た
。『
俳
家
奇
人
談
』（
文
化
13
年

／
1
8
1
6
）
に
は
「
夫
死
し
て
よ
り
東
武

へ
下
り
（
略
）
晋
子
に
依
て
ま
な
ぶ
。（
略
）

深
川
に
在
住
し
て
眼
科
を
以
て
常
の
産
と

す
。」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、撰
集『
菊

の
塵
』『
鶴
の
杖
』
は
伝
記
資
料
と
し
て
も

貴
重
で
す
。
享
保
11
年
（
1
7
2
6
）
に
没

し
、雄
松
院（
江
東
区
）に
墓
石
が
あ
り
ま
す
。

十
方
庵
大
浄
敬
順
は
『
遊
歴
雑
記
』（
文
化
・

文
政
期
）
に
「
深
川
靈
巖
寺
誹
匠
園
女
の
墓
」

と
し
て
記
録
を
残
し
て
い
ま
す
。

園
女
の
桜
は
、
園
女
桜
、
歌
仙
桜
と
称
さ

れ
ま
し
た
。
享
保
17
年
刊
行
の
地
誌
『
江
戸

砂
子
温
故
名
跡
誌
』
に
は
、「
富
岡
八
幡
宮
」

の
「
哥
仙
桜
」
に
つ
い
て
「
正
徳
の
頃
園
女

と
云
女
ノ
誹
諧
の
宗
匠
三
十
六
本
の
さ
く
ら

を
う
ゆ
る
。
よ
ほ
ど
ハ
枯
れ
て
半
ハ
の
こ
れ

り
。」
と
あ
り
ま
す
。

2
．「
園
女
歌
仙
桜
之
碑
」
と
渋
沢
栄
一

園
女
の
桜
は
、
植
え
継
が
れ
な
が
ら
人
々

に
愛
さ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。
二
基
の
碑
も

そ
れ
ら
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

昭
和
6
年
在
銘
の
碑
は
、
正
面
に
渋
沢
栄

一
の
揮
毫
に
よ
る
題
字
と
、
有
志
に
よ
る
俳

句
三
六
句
（
園
女
と
桜
を
詠
み
称
え
た
、
深

川
の
句
と
思
わ
れ
ま
す
）、
背
面
に
は
碑
の

由
来
文
と
世
話
人
ら
の
氏
名
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。

渋
沢
栄
一
（
天
保
11
〜
昭
和
6
／

1
8
4
0
〜
1
9
3
1
）
は
深
谷
（
埼
玉

計
ら
い
で
第
一

銀
行
に
勤
務

す
る
こ
と
と
な

り
、
三
井
銀
行

横
浜
支
店
長
の

斎
藤
銀
蔵
（
九

世
雪
中
庵
雀

志
）
を
知
り
ま

す
。
雀
志
は
蔵

書
家
と
し
て
有
名
で
し
た
。
松
宇
も
古
俳
書

に
興
味
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
後
に
松
宇
文

庫
は
古
俳
書
の
殿
堂
と
仰
が
れ
ま
し
た
。
ま

た
俳
諧
資
料
の
鑑
定
で
は
卓
越
し
て
い
ま
し

た
。
晩
年
、
小
石
川
関
口
町
の
芭
蕉
庵
に
住

み
、
昭
和
18
年
没
し
て
い
ま
す
。

4
．
俳
諧
・
俳
句
史
跡

園
女
歌
仙
桜
之
碑
に
み
る
よ
う
に
、
俳
諧
・

俳
句
史
跡
に
は
、
俳
人
や
俳
句
を
愛
す
る
人

た
ち
の
思
い
と
と
も
に
そ
の
土
地
の
歴
史
も

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

【
参
考
資
料
】

ジ
ャ
ン
ボ
ー
ル
・
絹
子
著
『
俳
諧
師
園
女
の
生

涯
』
2
0
0
0
、
別
所
真
紀
子
著
『
芭
蕉
に
ひ
ら

か
れ
た
俳
諧
の
女
性
史
』
1
9
8
9
、
村
山
古
郷

著
『
明
治
俳
壇
史
』
1
9
7
8
、『
俳
文
学
大
辞

典
』
1
9
9
5
、
高
木
蒼
梧
著
『
俳
諧
人
名
辞
典
』

1
9
6
0
、『
江
東
区
史
・
中
巻
』
1
9
9
7
、『
江

東
区
の
文
化
財
4
』
2
0
0
9
、
公
益
財
団
法
人

渋
沢
栄
一
記
念
財
団
H
P
、
上
田
市
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー
H
P

（
江
東
区
砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー　

高
塚
さ
よ
り
）

県
）
の
豪
農
の
家
に
生

ま
れ
、
大
蔵
省
出
仕
後
、

実
業
家
と
な
り
、
近
代

企
業
の
確
立
を
図
り
ま

し
た
。
水
運
の
便
の
よ

い
深
川
を
物
流
セ
ン

タ
ー
の
中
心
と
し
て
考

え
、
深
川
福
住
町
に
居

住
し
、
倉
庫
地
の
確
保
や
商
取
引
相
手
と
の

交
渉
を
行
な
い
ま
し
た
。

昭
和
6
年
に
92
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
句
碑
の
題
字
は
最
晩
年
の
書
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

3
．
渋
沢
栄
一
と
伊
藤
松
宇

と
こ
ろ
で
、
句
碑
に
は
「
題
字　

九
十
二

翁
子
爵
渋
沢
栄
一
」
に
続
け
て
「
七
十
三
叟

伊
藤
松
宇
書
」
と
あ
り
、
発
起
人
に
は
「
伊

藤
半
次
郎
」（
松
宇
の
本
名
）
の
名
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
有
志
三
六
人
に
よ

る
句
の
な
か
に
「
長
し
へ
に
此
匂
ひ
あ
れ
江

戸
桜　

松
宇
」
と
あ
り
ま
す
。
句
碑
の
建
立

に
あ
た
っ
て
は
、
俳
人
、
伊
藤
松
宇
が
深
く

関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

松
宇
は
安
政
6
年
（
1
8
5
9
）、
信
濃

国
（
長
野
県
）
の
生
れ
で
、
俳
諧
を
父
に
学

び
ま
す
。
伊
藤
家
は
渋
沢
栄
一
と
家
業
の
藍

取
引
を
通
じ
て
交
友
が
あ
り
ま
し
た
。
半
次

郎
（
松
宇
）
は
、
明
治
15
年
、
父
に
伴
わ
れ

修
業
の
た
め
上
京
し
、
深
川
福
住
町
の
渋
沢

栄
一
を
訪
ね
ま
す
。
そ
の
後
、
渋
沢
栄
一
の

 

―
園
女
・
伊
藤
松
宇
・
渋
沢
栄一―

園
女
歌
仙
桜
之
碑

「園女」『俳家三十六俳仙』
嘉永3年（1850）

江東区芭蕉記念館所蔵

園女歌仙桜之碑

天保6年加藤宗清作芭蕉像（松宇の箱書）
江東区芭蕉記念館所蔵
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開催「
月
日
は
百
代
の
過
客
に
し
て
、行
き
か

ふ
年
も
ま
た
旅
人
な
り
」で
始
ま
る
松
尾

芭
蕉
の『
お
く
の
ほ
そ
道
』は
、日
本
文
学
を

象
徴
す
る
も
の
と
し
て
国
内
は
も
と
よ
り

広
く
世
界
へ
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。『
お

く
の
ほ
そ
道
』紀
行
3
0
0
年
を
契
機
と

し
て
、ゆ
か
り
の
市
町
村
・
関
係
機
関
42
団

体
が
芭
蕉
の
業
績
を
顕
彰
す
る
こ
と
を
目

的
に
連
携
す
る
団
体
が「
奥
の
細
道
サ
ミ
ッ

ト
」。そ
の
全
国
大
会
が
今
年
の
12
月
5
日

に
21
年
ぶ
り
に
江
東
区
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

そ
の
こ
と
を
記
念
し
、今
後「
下
町
文
化
」

紙
上
で
3
回
に
わ
た
り
、江
東
区
ゆ
か
り
の

松
尾
芭
蕉
と
芭
蕉
庵
、弟
子
た
ち
、多
く
の

名
句
、『
お
く
の
ほ
そ
道
』な
ど
に
つ
い
て
紹

介
を
し
て
い
き
ま
す
。

芭
蕉
記
念
館
に
つ
い
て

松
尾
芭
蕉
は
、延
宝
8
年（
1
6
8
0
）

37
歳
の
時
に
日
本
橋
か
ら
深
川
の
草
庵
に

移
り
住
み
、こ
の
庵
を
拠
点
に
新
し
い
俳
諧

活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。多
く
の
人
に
知
ら

れ
て
い
る
芭
蕉
の
句「
古
池
や
蛙
飛
び
込
む

水
の
音
」も
こ
の
地
で
詠
ま
れ
ま
し
た
。こ

の
草
庵
は
、門
人
の
李
下
か
ら
贈
ら
れ
た
バ

シ
ョ
ウ
の
株
が
生
い
茂
っ
た
こ
と
か
ら
芭
蕉

庵
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。芭
蕉
没
後
は
武
家

屋
敷
内
に
取
り
込
ま
れ
て
保
存
さ
れ
ま
し

た
が
、幕
末
か
ら
明
治
に
か
て
消
失
し
ま
し

た
。大
正
6
年（
1
9
1
7
）の
台
風
の
後
、

常
盤
1
丁
目
か
ら「
芭
蕉
遺
愛
の
石
の
蛙
」

（
伝
）が
出
土
し
、地
元
の
人
々
の
手
で「
芭

蕉
稲
荷
」と
し
て
祀
ら
れ
、同
10
年
に
東
京

府
は
、こ
の
地
を「
芭
蕉
翁
古
池
の
跡
」と

指
定
し
ま
し
た
。こ
の
ゆ
か
り
の
地
に
、松

尾
芭
蕉
の
業
績
を
顕
彰
す
る
た
め
、昭
和

56
年（
1
9
8
1
）に
芭
蕉
記
念
館
が
開
館

し
ま
し
た
。

来
年
、開
館
40
周
年
を
迎
え
る
芭
蕉
記

念
館
は
所
蔵
資
料
を
中
心
と
し
た
展
示

会
、芭
蕉
の
忌
日
に
因
ん
だ「
時
雨
忌
全
国

俳
句
大
会
」な
ど
の
芭
蕉
翁
顕
彰
、俳
句
講

座
・ジ
ュ
ニ
ア
俳
句
教
室
な
ど
の
俳
句
普
及

事
業
、句
会
へ
の
施
設
の
提
供
、ゆ
か
り
の

地
紹
介
な
ど
を
展
開
し
、区
内
は
も
と
よ

り
全
国
か
ら
俳
句
愛
好
者
、芭
蕉
関
係
者
、

さ
ら
に
は
外
国
か
ら
の
お
客
様
が
訪
れ
て

い
ま
す
。

（
芭
蕉
記
念
館　

野
呂
達
矢
）

『
絵
葉
書
で
見
る
江
東
百
景―

臨
海
地
の
記
憶
』

本
書
は
、
教
育
委
員
会
で
収
集
し
た
戦

前
の
絵
葉
書
を
通
し
て
、
本
区
の
近
代
の
景

観
を
知
っ
て
い
た
だ
く
シ
リ
ー
ズ
の
第
４
集

で
す
。
今
回
は
臨
海
地
で
起
き
た
災
害
や
出

来
事
な
ど
に
関
す
る
絵
葉
書
を
取
り
上
げ
ま

す
。本

編
（
８
〜
15
ペ
ー
ジ
）
で
扱
う
絵
葉
書

は
次
の
と
お
り
で
す
。

明
治
44
年　

暴
風
雨
（
越
中
島
）

明
治
45
年　

洲
崎
の
大
火
（
東
陽
）

大
正
５
年　
「
つ
る
ぎ
」号
初
飛
行（
古
石
場
）

大
正
11
年　

オ
ー
ト
バ
イ
競
争
大
会
（
塩
浜
）

昭
和
７
年　

深
川
浦
飛
行
場
（
豊
洲
）

昭
和
15
年　

幻
の
万
国
博
覧
会

（
豊
洲
・
東
雲
・
有
明
ほ
か
）

昭
和
25
年　

豊
洲
石
炭
埠
頭
（
豊
洲
）

※
カ
ッ
コ
の
地
名
は
現
在
の
地
域
名

以
上
の
ほ
か
、「
江
東
区
域
の
臨
海
地
に

つ
い
て
」（
4
〜
7
ペ
ー
ジ
）
で
は
、「
東
京

築
港
と
埋
め
立
て
」「
東
京
港
貨
物
専
用
線
」

「
城
東
地
域
の
海
水
浴
場
（
砂
町
／
袖
ヶ
浦
）」

「 

“
夢
の
島
”
の
誕
生
か
ら
現
在
（
東
京
市

飛
行
場
計
画
／
東
京
嶋
遊
覧
地
計
画
／
“
夢

の
島
”
海
水
浴
場
／
夢
の
島
公
園
）」
の
ト

ピ
ッ
ク
を
設
け
て
、
参
考
図
版
を
交
え
な
が

ら
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

［
頒
布
場
所
］
文
化
観
光
課
文
化
財
係
（
区

役
所
４
階
）、
こ
う
と
う
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
同
２
階
）

［
問
合
せ
］
文
化
観
光
課
文
化
財
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
３
６
４
７
）
９
８
１
９

A
4
判
16
頁　

価
格
5
0
0
円

芭
蕉
坐
像
図　

与
謝
蕪
村
筆

「
奥
の
細
道

サ
ミ
ッ
ト
in
江
東
」

絵葉書「新飛行機つるぎ号処女飛行（於洲崎埋立地七月一日）」


